
キリスト教たんぽぽ教会  主日礼拝宣教ガイド           2021/2/7 

「善を行う熱心党」 

（ペテロの手紙第一３章８節～１７節） 

牧師：原 雅幸 
序）「隙あらば善を行う」生き方を 
・「熱心党（ゼロ―タイ）」は、紀元 1 世紀の集団で武力をもって立ち上が

り、隙あらば騒ぎを起こし、神の国（＝ローマからの独立）をもたらそ

うと希求していた。→ペテロは 13 節で「善のゼロ―タイ」ともじった。 
・「善を行う」とは？「平和を求め、それを追う」ために考えたい。 

１）社会の心臓としての教会・良い血液としてのキリスト者 
・血液がめぐって、筋肉が動く。働きの前に、心（愛）が問われる。 
・「A.一つ思いになり(ハーモニー)、B.同情し合い(共感)、C.兄弟愛(友愛)を

示し、B’心の優しい(思いやり)人となり、A’謙虚でありなさい(目立ちた

がらず、役割を果たす)」（８節）※シンメトリー（対称構造：C が重点） 
・善い行いの一般的な定義は「利他的行動」「公共の福祉のための行動」で

あり、形だけでも実行可能だが、聖書は「愛」がなければ、それを善と

は呼ばない。また、他の目的が入り込むと「偽善」になる。 

２）愛の「低血圧症」を抱えた社会で 
・ペテロの時代（ローマ帝国は傍若無人で差別も多かった）には、例えば

疫病患者をケアする者は皆無で、死を恐れずにケアしたのがキリスト者

たちだった。→教会から始まり、善を行うシステムが社会の中で構築さ

れるようになって、現代社会が成立している。医療福祉、教育、企業 etc 
・形は整っているが、愛という血が通っているかが課題である。社会に慢

性的な「だるさ」「閉塞感」が漂う社会は「低血圧症」と言える。 
・神の愛に押し出され、社会の様々な場で愛の活力をもって働くことは現

代の「善い行い」となる。また、社会の「冷え性」改善の余地はある。 

３）悪を祝福に替える循環～キリストの心臓～ 
・心臓は、動脈でエネルギーを送り、静脈で老廃物を運んで

肺で、良いものに替える機能をもっている。 
・完全な御国ではないこの世は、悪の吹き溜まりは避けられない。 

これを十字架の愛で祝福に替えなくては、社会は肺炎状態になる。 
・神様は「（信仰による）義人」に期待している。「善を行う人」ではない。 

結）様々な評価の中で、それでも 
・善を行う私たちが福音を分かち合うのは二義的なこと。 
・機会が与えられたら、自己満足が入り込む危険を覚えつつ神を証しする。
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のアイデア                         

  
～教会クイズ（教理問答）～ 

Q037 「からだのよみがえり」を信
しん

じるとは、どういうことですか。 

A037 イエス様
さま

が復活
ふっかつ

されたように、 もまた 

の日
ひ

に、イエス様
さま

と 栄光
えいこう
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じることです。 
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